
甘くて美味しい
こだますいか初出荷
JA 北つくばのこだま西瓜部会会員の
飯
いいずみ
泉光

こういち
一さん（猫島）は父の代からこ

だますいかの栽培を始め、２代目とな
ります。ビニールハウス 28 棟を所有
する光一さんは、妻みよ子さんと二人
三脚で、40年間すいかを作り続けてい
ます。

こだますいかは、まだ寒い
時期に苗を植えます。温度
管理が難しく、寒いときは
ビニールを３重・４重にし
て苗にかぶせるなど苦労の
耐えない作業です。

すいかの実をつけるために
必要な授粉作業を行いま
す。その日に咲いた雄花を
選び、開花したばかりの雌
花に、ひとつひとつ人工授
粉させます。

今年は例年より早い出荷が
始まりました。１月、２月
は天候に恵まれ、寒暖差
があったことから成長が早
く、甘いすいかが出来あが
りました。
糖度が高く、薄皮で皮の際
まで甘みがあるのが特徴で
す。出荷のピークは、５月
ごろになります。
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